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当局が国同様の５・８・10％削減を提案

県財政に協力してきた職員に対し恩を仇で返す当局！
月例給だけでなく一時金も国並み10％削減。臨任・非常勤・再任用も対象
県当局は5月8日、県労連に対し、「地方公務員の給与を国の基準に引き下げる」ために閣議決定された内容に従い、「国からの要請」「閣議決定は非常に重い」という理由で、国の給与削減に対応した削減をしたいという提案を行いました。

　5月10日の支部代交渉では、幹事団から「賃金カットや人員削減はもう限界だ」「これまでの職員の協力をどのように考えているのか」などど、提案の撤回を求める発言を行ったにもかかわらず、5月15日の県労連幹事団交渉で当局は、「月例給だけでなく、一時金も国並み」という内容を具体的に提案してきました。

＜提案内容＞
【削減率】

〇月例給： 行政職(1)  1～2級相当／5％

行政職(1)　3～6級相当／8％

行政職(1)　7級相当以上／10％

※削減率は、現在実施している4％または6％への上乗せではない。
〇対象給与：給料表月額、現給保障額、地域手当
〇管理職手当：10％

〇期末・勤勉手当：一律10％

（2013年12月支給分）

〇退職手当：対象としない

【実施期間】

2013年7月～2014年3月まで　9か月間

【対象職員】

正規職員、再任用職員、臨時的任用職員、

3/4非常勤職員

〇今回の提案は、人事委員会勧告制度との整合性もなく、職員の生活を破壊するものです。職員の生活や地域経済に与えるマイナス影響は甚大で、決して受け入れることはできません。このような提案を許せば、「地方自治の崩壊」につながります。

〇また、県財政の責任を放棄し、職員にその負担を押し付けようとする当局の姿勢には、非常に大きな問題があり、許されるものではありません。
〇これまでの職員の協力を無視した国同様の提案は、到底容認できません。
〇今後、県労連交渉を引き続き行いますが、自治労県職労は、職員や県民の生活を守るため、地方自治・労使自治を守る姿勢を貫き、全力でこの問題に取り組みます。

自治労県職労に加入して、不当な賃金削減と闘おう！

組合未加入、管理職の皆さんも署名にご協力ください！！

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































